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１．はじめに 

 近年，東南アジアの都市では洪水が頻発しており，都

市活動に甚大な被害を及ぼしている．この状況に対応

するためには，洪水発生時の都市活動に与える影響を

適切に把握し，それに対応した適応策を立案する必要

がある．しかし，洪水発生が交通状態に与える影響につ

いては十分に明らかにされていない．そこで，本研究で

は，タイ・ウボンラチャタニ市を対象として，洪水発生

が交通状態に与える影響を把握することを目的として

いる．具体的には，定常時と洪水発生時のプローブデー

タから旅行速度を算出し，比較することで洪水発生の

影響を分析した． 

２．既往研究の整理 

 積田ら 1)は，ウボンラチャタニ市を対象に過去の洪水

発生時の浸水状況から道路寸断区間を把握し，交通量

と浸水発生回数に基づいて優先順位づけした上で，適

応策を評価した．Pregnolato ら 2)は，英国・ニューカッ

スル市を対象に洪水発生時の浸水深と自由流速度の関

係性を定式化した．既存研究では，定常時と洪水発生の

旅行速度を比較し，交通状態に与える影響については

十分に明らかにされていない．そこで，本研究では，ウ

ボンラチャタニ市を対象としてプローブデータを用い

て定常時と洪水発生時の旅行速度を比較し，洪水発生

が交通状態に与える影響について分析する． 

３．研究方法 

（１）対象都市 

 本研究では，ウボンラチャタニ市を対象として分析

を実施した．同市は東北部の中規模都市であり，市内中

心部を Mun 川が流れ，河川周辺部で雨季（5－10 月）

には洪水が頻発する（図－１）．2019 年には，過去 17

年で最大規模の洪水が発生した．図には 2019 年に発生

した洪水の浸水域を示した．特に，市内中央部の道路区

間が寸断し，都市活動に甚大な被害をもたらした． 

 
図－１ タイ・ウボンラチャタニ市 

（２）使用データと交通状態の推定方法 

旅行速度の算出にあたっては，iTIC3)が公開している

プローブデータのうち，同都市で深刻な洪水が発生し

た 2019 年 9 月のデータを使用した．本研究では，ウボ

ンラチャタニ市の主要道路である国道 230 号線（バイ

パス）を対象に分析を実施した．旅行速度は，図－１に

示すように 8 つの区間に分割し，算出した．これは，浸

水状況によって，旅行速度に与える影響が異なると考

えたため，図－１の浸水域データに基づいて浸水なし

区間（①，②，④，⑤，⑧），浸水あり区間（③，⑥，

⑦）に区分した．さらに，1 日を 4 つの時間帯別（0－6

時，6－12 時，12－18 時，18－24 時）に区分し，定常

時と洪水発生時の旅行速度を算出し，比較した．なお，

洪水発生の有無に関しては，Thai Flood Monitoring 

System 4)で公開されているデータを参考に設定し，9 月

10 日から 17 日までのデータを洪水発生時のデータと

して使用し，その他を定常時のデータとして分析した． 

４．分析結果 

 図－２には，12－18 時の道路区間ごとの定常時と洪

水発生時の旅行速度の中央値の差分を示した．区間②

および⑤を除くすべての区間で洪水発生時に旅行速度 

が 2－32km/h 程低下していたが，区間②および⑤では， 
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旅行速度が 2－4km/h 程度上昇していた．区間②および

⑤で旅行速度が上昇した理由は，それぞれの区間の交

通量が定常時よりも減少したことによって混雑が緩和

されたために区間の旅行速度が上昇した可能性がある． 

図－３には，全時間帯の定常時と洪水発生時の旅行

速度の 15 パーセンタイル値を算出し，比較した結果を

示した．図では，45 度線より点が上にプロットされて

いる場合には，定常時よりも洪水発生時の旅行速度が

上昇していることを示している．また，45 度線よりも

点が下にプロットされている場合には，定常時よりも

洪水発生時の旅行速度が低下していることを示してい

る．浸水なし区間は，80％程度が 45 度線上に分布して

いるが，残りの 20％のデータが 45 度線よりも上に分布

している．洪水発生時には，定常時よりも交通量が減少

し速度が上昇している可能性がある．さらに，洪水発生

時のデータはサンプルが非常に小さいため，今後より

多くのデータを解析した上で，比較する必要がある．一

方，浸水あり区間は，45 度線よりも下に分布しており，

洪水発生時に浸水の影響が生じ，旅行速度が大きく低

下した． 

図－４には，全時間帯の各区間の定常時と洪水発生

時の旅行速度から 85 パーセンタイル値を算出し，その

分布を示した．浸水なし区間では，45 度線周辺に分布

しているのに対し，浸水あり区間では，15 パーセンタ

イル値と同様に 1 つを除いて全ての点が 45 度線よりも

下に分布している．洪水発生時の浸水あり区間では，15

－20km/h 程度旅行速度が低下している．洪水によって，

図－２の中央橋 A と B が寸断していたため，東側と西

側のバイパスが迂回路として利用された．そのため，交

通量が増加したことも浸水による影響とともに旅行速

度の低下に影響を及ぼした一因となっている可能性が

ある． 

５．おわりに 

本研究では，ウボンラチャタニ市を対象として洪水

発生による交通状態への影響を分析するために，プロ

ーブデータを用いて定常時と洪水発生時の旅行速度を

算出し，比較した．結果として，洪水発生時には，浸水

発生区間では 15－20km/h 程度の速度低下が発生し，交

通状態に影響を及ぼしていることを明らかにした． 

今後は，他都市でも同様の分析を実施し，結果の比較

から洪水発生による交通ネットワークへの影響の違い

について検討する必要がある． 

 
図－２ 区間ごとの旅行速度差 

 
図－３ 定常時と洪水発生時の旅行速度の関係性 

（15 パーセンタイル値） 

 
図－４ 定常時と洪水発生時の旅行速度の関係性 

（85 パーセンタイル値） 
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